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心と心が
地域をむすぶ

今月の表紙 手作りの「太閤干しもち」
　　　　　　　寒餅づくり最盛期（2P）



　

小
杉
地
区
の
「
に
こ
に
こ
母
ち
ゃ

ん
寒
餅
加
工
グ
ル
ー
プ
」（
町
口
か

ほ
る
代
表
）
の
寒
餅
作
り
が
、
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
黒
河
倉
庫
に
て
始
ま
り
ま

し
た
。

　

寒
中
の
季
節
恒
例
の
寒
餅
作
り

は
、
今
年
も
射
水
産
の
新
大
正
も
ち

９
６
０
㎏
を
使
っ
て
、
１
月
５
日
か

ら
11
日
に
か
け
て
も
ち
つ
き
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
１
月
17
日
ま
で
に
は
、
型
に
入
れ
て
長
さ
１
メ
ー

ト
ル
・
幅
12
セ
ン
チ
・
高
さ
４
セ
ン
チ
に
整
え
た
餅
を
厚
さ
５
～

６
ミ
リ
に
切
っ
て
、
１
本
の
ひ
も
で
15
枚
を
連
ね
て
縛
り
、
吊
る

す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
50
日
間
冷
気
で
乾
燥

さ
せ
ま
す
。

　

乾
燥
を
終
え
た
寒
餅
は
3
月
中
旬
頃
か
ら
、
太
閤
山
の
地
名
に

ち
な
ん
で「
太
閤
干
し
も
ち
」の
名
称
で
出
荷
さ
れ
、直
売
所「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
、
ア
ル
ビ
ス
歌
の
森
店
で
販
売
し

ま
す
。

　

寒
餅
作
り
ベ
テ
ラ
ン
の
12
人
の
会
員
が
手
塩
に
か
け
た
お
ふ
く

ろ
の
味
、
や
さ
し
い
甘
さ
で
飽
き
の
こ
な
い
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
味
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

いみず野だより　２

手
作
り
の
寒
餅
「
太
閤
干
し
も
ち
」

なつかしい農家のおやつ

　

●
太
閤
干
し
も
ち
価
格
●

　

・
30
枚
入
り　

１
，２
０
０
円　（
税
込
）

　

・
15
枚
入
り　
　
　

６
０
０
円　（
税
込
）

　

・
10
枚
入
り　
　
　

４
０
０
円　（
税
込
）

　

●
お
買
い
求
め
は
●

　

○
農
産
物
直
売
所「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」太
閤
山
店

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２

　

○
農
産
物
直
売
所「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」新
湊
店

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８ ヨモギ、紫イモ、昆布、みかん

などの味が楽しめます♪

令和元年産出荷契約米の最終精算について

※概算金単価：追加概算金含む（R1.12.25）　　※支払日：令和３年１月28日

単位：紙袋、60㎏個、円、税込

種類 銘　　柄 等　級 概　算　金 全農仮精算 全農共同計算 ＪＡ直売加算金 最終手取額

う
る
ち
米

コシヒカリ
１　等 １３,５００ １５０ ２００ ５０ １３,９００
２　等 １２,５００ ５００ ２０２ ５０ １３,２５２

てんたかく
てんこもり １　等 １２,２００ ２５０ ２６０ ５０ １２,７６０

令和元年産 ＪＡ直売米の共同計算追加支払について（ご案内）
　ＪＡいみず野では、ＪＡ直売米の販売収益を『ＪＡ直売加算金』として生産者の皆様にお支払いさせてい
ただきます。

大人にも子供にも人気のおやつ♪
ぜひ、食べてみて〜！



３　いみず野だより

TAC通信　毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。

TAC通信～№7～Horikawa
　今年度よりTACとして東部支店を担当させていただいております、営農部

担い手支援課　堀川です。地域組合員の皆様に農業に関する情報をご提供した

いと思っております。よろしくお願いいたします。

　今回は、認定農業者 島田秀雄さんの取り組みについてご紹介いたします。

島田さんは七美地区で水稲（移植・乾田V溝直播）・大豆を中心にニンジン・しろねぎ・ブロッコ

リー・キャベツ等いろいろな作物を栽培しておられます。農地の有効利用を考えており、年間を通し

て常に何かしらの作物を栽培するようにしておられます。また、若手担い手の育成にも力を入れたい

との思いから、地元小学校、中学校の児童、生徒のしろねぎや水稲の植付けから収穫までの体験教

室をしておられます。今回は水稲の育苗後のビニールハウスで栽培しておられる園芸作物についてお

伝えしたいと思います。

さて、右の写真の白い果実のような作物は
� 何か分かりますか？

　正解は、「かぶ（蕪）」です。

　かぶは冬の寒さで美味しくなる「とやまのカン（寒）・

カン（甘）野菜」に指定された品目のうちの１つで、島田

さん方では10年前から栽培しており、今年も長さ50ｍの

ビニールハウス一面に栽培されています。播種作業は10月

頃から始まり、根こぶ病対策のほか肥料のやりすぎで割れ

てしまわないよう注意して玉の直径７㎝程を目安に12月上

旬から２月にわたって収穫・出荷されます。「低温下でゆっ

くり育てる」「寒気にさらす」と糖度が増すことからサラ

ダに最適でドレッシングをかけて食べるのも美味しいです。

通常かぶの糖度は4.6度ほどですが、このかぶを糖度計で測ったところ糖度は５度でしたが、さらに

低温にあうことでより高くなるそうです。栄養価的には、ビタミンＣの成分が高く、身体の酸化を押

さえてくれる抗酸化作用もあるため、脳卒中や動脈硬化、心筋梗塞などを予防したり、風邪を予防し

たりすることに効果的です。

　ＪＡいみず野の農産物直売所「菜っちゃん」のほか、スーパーの

インショップ、市場にも出荷しておられます。店頭価格は、時期に

よりますが１玉100円程とお手頃なものとなっています。

　また、「菜っちゃん」では地元の

農産物を数多く取り扱っています。

店頭で並んでいるのを見かけたら、

手にとってみてはいかがですか？

東部支店担当
堀川　秀幸

HELLO！



いみず野だより　４

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組
合

員
資
格
に
変
動
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
書
面
に
て
当
組
合
宛
に
そ
の

旨
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
資
格
の
変

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
当
組
合
の
最
寄
り
の
支
店

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組
合

員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
や
、
正

組
合
員
か
ら
准
組
合
員
に
、
ま
た

は
、
准
組
合
員
か
ら
正
組
合
員
に

資
格
が
変
動
し
た
場
合
が
該
当
し

ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で

いみず野トピックス
　

１
月
23
日（
土
）、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
に
お
い
て
、

「
大
寒
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
1
月
20
日
の
「
大
寒
」
に
あ

わ
せ
て
、
野
菜
の
出
荷
量
が
少
な
く
な
る
冬
季

間
に
、
美
味
し
い
地
元
の
野
菜
を
消
費
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、
「
と
や
ま
カ
ン
（
寒
）
カ
ン

（
甘
）
野
菜
」
の
代
表
格
「
寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
」
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
ネ
ギ
な

ど
、
旬
の
地
元
産
冬
野
菜
が
陳
列
棚
い
っ
ぱ
い

に
並
び
、
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

積
雪
の
多
い
冬
場
は
、
野
菜
生
産
量
が
少
な

く
な
る
た
め
、
農
家
は
自
家
消
費
用
と
し
て
積

雪
を
利
用
し
て
野
菜
を
保
存
し
た
り
、
低
温
化

で
ゆ
っ
く
り
育
て
る
な
ど
様
々
な
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
雪
下
で
栽
培
、
貯
蔵
さ
れ
た
野
菜

は
、
通
常
の
栽
培
方
法
に
比
べ
、「
甘
み
」「
う

ま
み
」
が
増
す
と
言
わ
れ
、「
雪
中
野
菜
」
や

「
雪
下
野
菜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
で
は
季
節
を
感
じ

さ
せ
る
旬
の
野
菜
や
果
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で

い
ま
す
。
生
産
者
が
見
え
る
、
新
鮮
で
安
心
・

安
全
な
地
元
特
産
品
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

菜
っ
ち
ゃ
ん
「
大
寒
フ
ェ
ア
」
開
催

旬
の
美
味
し
い
『
冬
野
菜
』
盛
り
だ
く
さ
ん
�

■お問い合わせ
・菜ちゃん太閤山店　☎ 0766-56-1852
・菜ちゃん新湊店　　☎ 0766-84-8818

冬季限定
の甘い

冬の味覚
をぜひ

ご堪能く
ださい。



（
前
年
対
比
２
・
２
％
減
）、
面
積
：
２
，０
４
３
ha

（
前
年
対
比
２
・
５
％
減
）」
に
つ
い
て
概
要
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
配
分
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
の
手
法
で
個
人
別
に
一
律
配
分
を

行
っ
た
上
、
需
給
調
整
エ
リ
ア
単
位
（
各
生
産

組
合
等
）
に
、
生
産
目
標
及
び
作
付
目
標
面
積

を
配
分
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
：
全
員
意
義
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
事
務
局
・
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
よ
り
以
下

の
報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

５　いみず野だより

　

12
月
25
日（
金
）午
前
10
時
よ
り
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず

野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
射
水
市
農
業

再
生
協
議
会
臨
時
総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
水
元
睦
雄
協
議
会
長
の
挨
拶
で

開
会
し
、
以
下
の
２
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
「
会
員
の
変
更
及
び
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
」

　

水
元
議
長
議
事
進
行
の
も
と
、
事
務
局
か
ら

市
農
業
委
員
会
及
び
市
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

よ
り
会
員
変
更
の
届
け
出
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
に
農
業
委
員
会
長 

堀 

正 

氏
、
営
農

組
織
連
絡
協
議
会
長　

横
堀 

大
輔 

氏
に
変
更

す
る
に
あ
た
り
、
副
会

長
に 

堀　

正 

氏
を
選

任
す
る
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
：
全
員

意
義
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
号
議
案
「
令
和

３
年
産
米
の
生
産
目
標

及
び
作
付
目
標
面
積
配

分
に
つ
い
て
」

　

事
務
局
よ
り
富
山
県

農
業
再
生
協
議
会
か
ら

生
産
目
標
「
数
量
：

１
１
，５
６
９
．４
４
０
ト
ン

　

右
記
の
説
明
後
、
北
陸
農
政
局
富
山
拠
点
地

方
参
事
官
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
会
員
）
か
ら
「
米

を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
対
応
等
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
最
後
に
澁
谷
忠
雄
協
議
会
副
会
長
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

・
令
和
２
年
度
、
国
・
県
・
市
の
補
助
金
の

交
付
概
要
等
に
つ
い
て

・
配
分
エ
リ
ア
の
代
表
者
に
対
し
て
の
提
示

（
12
／
25
付
け
郵
送
予
定
）
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
の
加
工
用
米
及
び
備
蓄
米
の

取
組
み
に
つ
い
て

（
備
蓄
米
・
加
工
用
米
：
前
年
度
と
同
数
量

程
度
を
確
保
、
飼
料
用
米
：
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
い
。
）

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会 

臨
時
総
会 

開
催



いみず野だより　６

役
員
会
だ
よ
り

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
産
Ｊ
Ａ
直
売
米
の
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て
（
資
料
当
日
）

第
二
号
議
案
　
令
和
3
年
度
生
産
購
買
品
品
目
別
上
限
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　「
Ｊ
Ａ
デ
ー
タ
伝
送
サ
ー
ビ
ス
（AnserDATAPO

RT

方
式
）」
の

　
　
　
　
　
　

手
数
料
設
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
購
買
代
金
決
済
要
項
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、     

12
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、     

令
和
２
年
度
余
裕
金
運
用
計
画
（
第
４
四
半
期
）
の
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
20
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

令
和
３
年
１
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

正組合員数� 5,299人
准組合員数　　� 8.505人
みなさまの貯金高
� 1,411億33百万円
みなさまへの貸出金
� 292億91百万円
長期共済保有高
�   2,772億46百万円
購買品供給高� 27億59百万円
販売品販売高� 24億77百万円

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和２年12月末日）

「ダヴィンチサージカルシステムXiによる
� 胃がん手術がはじまりました」

＜外科手術の新たな潮流＞
　２年前に高画質の
４Ｋ腹腔鏡による外科
手術についてお伝えし
ました。本年はさらに
1台の4K腹腔鏡を増
強し、各臓器の手術が

精細に行える状況が整いました。また当院では次
世代のロボット支援下手術（ダヴィンチサージカル
システムXi）が導入されたことも紹介して参りまし
た（2019年９月に泌尿器科から開始）。今回は外
科・消化器外科におけるロボット支援下手術導入後
の状況についてお知らせいたします。
　現在のところ当科で本術式の対象としているの
は大腸がんのうち直腸がん、および胃がんです。直
腸がんは2019年11月からロボット支援下手術を開
始し、導入後の1年間で標準的な手術はもちろん、
きわめて難易度の高い側方リンパ節郭清や骨盤内
蔵全摘術等を含む約70例の手術が安全に実施さ

れました。当院の小竹消化器外科診療部長は術者
資格に加え直腸がんでは北陸初の日本内視鏡外科
学会プロクター（指導者）に認定されました。また、
羽田外科診療部長待遇も直腸がんの術者資格を
取得し、順調に症例を積み重ねています。
　さらに2020年８月からは胃がん手術にも対象を
拡げました。私自身が術者資格を取得し、これま
でに胃切除術（３分の２の切除）や胃全摘術など約
10例の手術が行われました。ロボット支援下手術
は精細な3D画像を見ながら関節機能を有する器
具を用いて行うため、非常に緻密な操作が可能に
なります。術後の経過も良好で、高難度手術の合
併症（手術に起因するトラブル）を低減できる手段
として大いに期待が持てるところです。
　今後も先進的な技術導入を怠
らずに研鑚を重ね、地域の皆様
に良質な外科治療を提供できる
よう努めて参ります。

厚生連高岡病院　外科診療部長

  　原
は ら

　拓
た く お

央

　厚生連高岡病院からのお知らせ

－

第
18
回
監
事
会

－

日
時　

令
和
３
年
１
月
20
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

◆
協
議
・
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
３
年
度
監
事
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
議
案
は
承
認

　
　

さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
終
了
後
◆

「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
及
び
運
用
状
況
の
実
践
的
監
査
」
に
関
す
る

研
修
及
び
「
み
の
り
監
査
法
人
」
と
の
間
で
、
質
疑
等
を
中
心
と
し
た
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
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今
後
の
日
程

２
月
15
日
㈪　

日
帰
り
ド
ッ
ク

３
月
12
日
㈮　

助
け
合
い
組
織
総
会

　
　

20
日
㈯　

女
性
部
総
会

●
良
い
一
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て

　
12
月
25
日
（
金
）、

三
島
野
支
店
２
階

に
て
、「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
、

今
年
度
の
支
部
役
員

を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
、
華
道
家
の

沖
和
美
様
を
お
迎
え

し
、
総
勢
22
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

花
材
は
、
縁
起
の
良
い
若
松
、
金
粉

を
纏
っ
た
行
李
柳
、
洋
ラ
ン
、
セ
ン
リ
ョ

ウ
、
こ
ろ
ん
と
し
た
丸
い
形
が
可
愛
ら

し
い
黄
色
の
ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
、ス
プ
レ
ー

マ
ム
、
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
で
す
。
迎
春
の

飾
り
に
ふ
さ
わ
し
い
舟
形
の
雅
な
花
器

は
、
２
０
２
１
年
の
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー

と
さ
れ
る
金
色
を
基
調
と
し
た
も
の
を

ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
講
師
の
沖
さ
ん
よ
り

花
材
の
説
明
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
皆
さ
ん

一
斉
に
生
け
始
め
ま
す
。

　

中
央
の
奥
に
行
李
柳
を
生
け
て
高
さ

を
出
し
、
そ
の
サ
イ
ド
に
若
松
を
、
長

さ
を
不
揃
い
に
し
て
単
調
に
な
ら
な
い

よ
う
生
け
て
い
き
ま
す
。
洋
ラ
ン
、
ピ

ン
ポ
ン
マ
ム
な
ど
は
少
し
前
傾
に
し
、

正
面
に
一
番
綺
麗
な
面
が
向
く
よ
う
に

と
考
え
な
が
ら
生
け
ま
す
。
ス
プ
レ
ー

マ
ム
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

散
ら
し
て
…
と
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難

し
く
、
な
か
な
か
苦
戦
し
ま
し
た
。
沖

先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
、
少
し
手

を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
、
ま
る
で
魔
法

の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
に
な

り
、
驚
き
ま
し
た
。

●
お
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室

　

去
る
12
月
16
日
（
水
）、
小
杉
支
店
に

お
い
て
、
島
峰
子
氏
（
島
種
苗
店
）
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
寄
せ
植
え
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
今
冬
初

の
積
雪
が
あ
り
、
と
て
も
寒
い
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

寄
せ
植
え
教
室
の
ド
ア
を
開
け
る
と

鮮
や
か
な
生
け
花
た
ち
が
お
出
迎
え
。

素
敵
な
花
々
に
囲
ま
れ
、
思
わ
ず
顔
が

ほ
こ
ろ
び
、
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
材
は
、
梅
（
桃
色
）、
オ
タ
フ
ク
ナ

ン
テ
ン
、ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
（
斑
入
り
）、ガ
ー

デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ブ
リ
ム
ラ
ジ
ュ
リ

ア
ン
、
寒
菊
（
黄
）、
苔
、
白
砂
で
す
。

　

予
め
、
一
人
分

と
し
て
、底
土
と
、

花
の
ポ
ッ
ト
を
入

れ
た
寄
せ
植
え
鉢

が
準
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
花
の
色

が
、
白
、
赤
、
ピ

ン
ク
、
黄
色
と
カ

ラ
フ
ル
で
自
分
に

合
っ
た
寄
せ
植
え

へ
と
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
る
楽
し

み
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
梅
の
木
を
中
心
に
置

き
ま
す
。
枝
の
伸
び
る
先
が
正
面
に
な

る
よ
う
位
置
を
決
め
て
か
ら
、
他
の
花

材
を
植
え
る
部
分
に
肥
料
を
混
ぜ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
位
置
の
難
し
い
南
天
を

梅
の
近
く
に
配
置
し
、
花
の
色
合
い
や

バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
な
が
ら
順
番
に
定

植
し
ま
す
。

　

お
手
本
の
鉢
を
見
な
が
ら
花
を
並
べ

て
み
ま
し
た
が
、
か
っ
こ
よ
く
納
得
の

い
く
作
品
に
な
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
最

後
の
仕
上
げ
は
「
先
生
お
願
い
し
ま
す

～
！
」。
花
の
高
さ
や
枝
の
向
き
を
少
し

変
え
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
入
れ

に
よ
っ
て
満
足
の
い
く
寄
せ
植
え
が
出

来
上
が
り
�

　

栽
培
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

乾
燥
に
注
意
す
る
・
液
肥
は
こ
ま
め
に

与
え
る
な
ど
、
そ
の
植
物
に
合
っ
た
長
持

ち
さ
せ
る
コ
ツ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
緑
の
苔
、
そ
の
前
に
敷

か
れ
た
白
い
砂
が
鉢
全
体
を
引
き
締
め
、

華
や
か
な
寄
せ
植
え
は
、
新
春
を
明
る

く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
小
杉
支
部
）

　

仕
上
げ
に
、
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
を
細
か

く
切
っ
て
オ
ア
シ
ス
を
隠
す
よ
う
に
散

ら
し
、
恒
春
の
ピ
ッ
ク
を
挿
し
て
、
完
成
�

　

同
じ
材
料
や
手
順
で
生
け
ま
し
た
が

『
十
人
十
色
』、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
作

品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
来
年
も
ぜ
ひ
企
画
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
多
数
聞
か
れ
、
良
い
行
事

に
な
っ
た
と
大
満
足
で
す
。

　

家
に
帰
っ
て
さ
っ
そ
く
玄
関
に
飾
り
、

「
来
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
気
兼
ね

な
く
活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
に
」
と
気

持
ち
を
込
め
て
、
今
年
の
女
性
部
活
動

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

�

（
水
戸
田
支
部
）

JAいみず野 女性部

JAいみず野 0766-52-0368

ポイントカード

支 部

女性部ポイントカード

令和２年度、5ポイント・10 ポイントで
エーコープ商品を進呈致します。

（例年は、20 ポイントですが今年はコロナの為変更いたしました）

氏名を記入の上、
お近くの支店までご持参ください。

令和３年度は、３月からスタート！！

女性部に関するお問い合わせは、
お近くの支店または、営農部（ＴＥＬ52-0368）へ

和風で落ち着
きの

ある作品が完
成♪

お正月にぴっ
たり！

迎春を祝う

華やかな生け
花

先生、お願いします〜！

それぞれのアレンジを楽しむ部員
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